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論的に予測された分解能に近い値( 3MHz に対して理論値1. 6mm，実験値1. 9mm) を持ち， 電極間の
干渉も小さいことなどを検証した。またこのトランスデューサを実際の実時間受像装置に組み込み，
生体試料を含む種々の物体像の観察を行い，高い分解能，大きなコントラストの像を得るとともに，
画像の均一性も従来の有溝アレイトランスデューサよりも優れて居り，大容量化にも適していること
などを実証している。
以上のように本論文は 超音波受波用アレイトランスデューサの性能向上に関して多くの新知見を
与えるとともに，実際に高性能トランスデューサを開発しており，これからの超音波工学に寄与する
ところが大きい。よって本論文は博士論文として価値があるものと認める。
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